
広域評価参加基準の⾒直しについて

評価全体に占
める割合

（2025年4⽉
評価）

特記事項評価基準

B種のみ100％、
L種,W種,D種は
0％

B種のみ実施。L種、W種、D種は全国的
な⾎縁が繋がっていないため未実施

育種価が全国同⼀基準なので、全
国どこの農場の個体同⼠でも⽐較
が可能

①全国評価

Ⅼ種-9％
W種-15%
D種-38％

⾎縁関係が認められたグループを都道
府県を超えた広域的な⾎縁グループと
して評価を実施

育種価は広域評価内の農場の個体
同⼠で⽐較が可能

②広域評価

L種-2％
W種-2%
D種-2%

実施要望があり、⾎縁関係が認められ
る都道府県について地域内の評価とし
て実施（沖縄県、群⾺県で実施）

育種価は地域内（都道府県内）の
農場の個体同⼠で⽐較が可能

③地域内評価

L種-89%
W種-83%
D種-60%

育種価は農場内の個体同⼠のみ⽐
較が可能

④農場内評価

１．評価区分について
・現在繁殖形質において４つの評価区分で評価を実施しています。（産⾁形質は１区分のみ）
・全品種全国評価を⽬指していますが、農場同⼠の全国的な⾎縁関係が繋がっていないので、まずは
⾎縁関係が認められるグループや地域を⾎縁グループとして評価を実施しています。

２．広域評価参加基準について
・毎年⾎縁調査を実施し、新たに参加基準を満たした農場に対して参加を要望しています。
・今回７⽉評価より参加基準を以下の通りより細かく⾒直すことで更に参加農場の拡⼤が期待
できます。

〇広域評価に参加するメリット・デメリット

【メリット】
・広域評価内での⾃農場の成績が把握できます。
・広域評価内同⼀基準の育種価なのでお互いデー
タを持ち合えば、育種価を⽐較し、広域農場から
の種豚や精液の導⼊選定の⽬安に利⽤できます。
【デメリット】
・特にありません。原則、⾃農場以外に公表され
ませんので、他農場に⾃農場の成績を閲覧される
ことはありません。

変更後変更前広域評価参加条件

〇〇【５％基準】広域評価農場のいずれかの農場と平均⾎縁係数が５％以上で繋がり
が認められること

〇×
【４％基準】５％基準には該当しないが、広域評価農場のいずれかの農場と平均
⾎縁係数が４％以上で繋がりが認められた上で、その他の広域評価農場のうちい
ずれかの農場と３％以上で繋がりが認められること

広域評価への参加要望があった際は是⾮ご協⼒をお願いいたします。

参加の可否広域評価農場(例)

変更
後

変更
前

C
農場

B
農場

A
農場

〇〇１％２％５％X農場

〇×３％２％４％Y農場

××１％１％４％Z農場



【評価報告書の出⼒について】
PIG-PINSシステムからのダウンロード
①WEB上からhttps://www.pig-pins.com/にアクセスする。
②ログイン画⾯に※ IDとパスワード⼊⼒し、ログインする。
③トップページのメニューバーから“統計”→“育種価評価報告書出⼒”を選択
④育種価評価報告書出⼒画⾯の所有者農場欄でタブから⾃農場を選択、検索し、報告書出
⼒ボタンを押して報告書（PDF）をダウンロードする。

※IDとパスワードは⽇本養豚協会に利⽤者
登録して取得する必要あり。

年4回（4,7,10,1⽉）、評価毎に
報告書を作成している。
報告書のほか、評価毎に評価の
概要を作成しており、PINSトッ
プページまたは家畜改良セン
ターのＨＰからダウンロード可
能。
https://www.nlbc.go.jp/kachikukairyo/ide
n/buta/index.html

評価報告書は該当する都道府県の委託団
体より紙媒体で取得することも可能。

育種価は広域評価内の平均を０とし、⾃
農場との差を出しているため、⾃農場の
成績が、広域評価内の平均とどの程度差
があるか確認できる。

改良したい形質において、育種価及び信頼度の⾼
い個体を選抜し、交配に利⽤する。

育種価が(カッコ書き)の育種価は信頼度が低いの
で、参考程度の利⽤に留める。

育種価は別の広域評価農場と⽐較可能なので、こ
の評価表を広域評価参加農場同⼠で持ち寄れば求
める素材を探索ができ、種豚や精液の交流の⼀助
として利⽤可能である。


